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2 Fa － 3 高分子ラテックスの繊維への付着性に及ぼす粒子径の影響
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【目的】われわれは従来より、粒子汚れのモデルとして高分子ラテックスを用い、各種繊

維へのラテックスの付着性について研究してきた。今回は、粒子径の異なるポリスチレン

ラテックス２種を用い、繊維へのラテックスの付着性に及ぼす粒子径の影響について、表

面特性との関連において検討した。

【方法】繊維には、ナイロン、木綿及びポリエステルを用いた。ポリスチレンラテックス

は、乳化剤不在系で合成されたもので、こ電位のほぼ等しい小粒子及び大粒子を用いた。

粒子径はそれぞれ430nni及び717nniであった。付着実験は、布をラテックス分散液に浸漬し、

２時間静置あるいは24時間振とうした。分散液の吸光度の変化より付着量を求めた。ヘテ

ロ凝集理論の適用により、ラテックス／繊維間の全相互作用エネルギー(ＶＴ)を算出した。

【結果】２時間静置系における小粒子ラテックスのナイロンへの付着性はpH3 で大きく、

pH5.  7 及びpHl  1 では同程度に小となった。付着量はいずれのPH 領域においても時

間の経過とともにほぼ直線的に増加した。大粒子ラテックスも同様の傾向を示した。両者

を比較すると、いずれのPH 領域においても付着量は小粒子の方が大粒子よりもわずかに

大となった。これは木綿及びポリエステルについても同様であったが、付着量の差は木綿

＞ナイロン＞ポリエステルの順となった。24時間振とう系においても付着量は小粒子の方

が大粒子よりも大となった。これらの結果をＶＴと合わせて考察した。
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＜目的＞　 私達は、これまで単純化した洗浄のモデル系として、水晶振動子の金電極表面

に付着させた汚れ物質の重量が、洗浄過程で経時的にどう変わるかを測定することを試み

てきた。前報ではトリパルミチン(Gly( 〇〇CCl3)3) を用い、固体脂肪汚れが溶液中に脱

離する挙動を明らかにすることを試み、いくつかの知見を得た。本報ではトリミリスチン

(C,3) について、その固体の膨潤、界面活性剤の収着及び固体から溶液中へのトリミリ

スチンの脱離挙動に対するPH 、温度、界面活性剤の種類の効果を報告する。
＜方法＞　 水晶振動子の電極表面に0.1％のトリミリスチンの四塩化炭素溶液2μlを直径４

mm の円となるように塗布レ 風乾後4o ℃にて3 時間乾燥したものを25 及び3o ℃でpH7 ～

12 のﾊﾞｯﾌｧ 溶液中に浸し､固体の膨潤挙動を調べた。また､界面活性剤(DBS,SDS,Ci2(EO)y)
を各々のcmc の1/100 ～4 倍添加した時の､活性剤の固体トリミリスチンヘの収着とそれに

続く固体トリミリスチンの可溶化による重量変化を､振動数の変化として経時的に測定した。

＜結果＞　PH が高くなると付着物の重量は重くなり、水によって固体トリミリスチンが膨

潤することがわかった。　トリパルミチンに較べて疎水性の低いトリミリスチンにはアニオ

ン陛の界面活性剤は,   c m  c よりはるかに低い濃度から収着され、収着量の増加とともに

脱離速度が速くなる。このことはトリミリスチンの可溶化が、収着された界面活性剤との

複合体として起こることを示唆している。明らかにこの過程にはミセルは関係していない。

非イオン性の活性剤の場合にも収着は起こるが脱離速度は遅くなった。温度の上昇は、膨

潤度を増し脱離速度を速くする。これらの結果に基づき脂肪汚れ除去の機構を討論する。
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